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【現症】高度の肥満体以外特に理学的所見に異

常認めず．頭部は全体に薄く特に後頭部に目立つ

l：別使脱毛症と認められた．二便正常，陽実症と診

断

E経過】両肩と後頭部に鍼治療し葛根湯エキス

剤7．5gX14日投与．再診より柴胡加竜骨牡蛎渇

7．5gを追加して鉱治療と併周した．葛根湯を6週

間，柴胡加竜骨牡蛎潟4週間分で以後中止．鍼治

療のみ1作2週間隔で受診しいる．3ヵ月日頃か

ら脱毛が少なくなり6ヵ月目にはほぼ了1三倍となっ

た．

【考察】肩凝りの自覚症状が急速に改善し，鍼の

刺激が頭皮1nL流改善に作用し毛根部を活性させた

と思われる．漢方薬の併川が症状変化にどの柑度

寄与したかば今後の検討を要する．

4　牛車腎気丸が多愁訴に著効を示した高齢患者

の一例

荒木進

荒木内本＝緋完

柾例は90歳，女性

【既佃軒】憎件関節リウマチ（RA）と高I仙も

胃潰瘍などでT病院よりサンタック，ペルジピ

ン，ラシックスを投薬中．

【主訴】背部痛，腰痛，便秘，両下肢の浮腫とし

びれ，食欲不振

【規病歴】約6カ目前より大便で追ってトイレ

に行く以外はベット＿1∴で寝たきり状態．RAによ

る両手指関節の変形あり，やせ形，精神状態（記

憶力など）は高齢の割りに良好．BP140／80．i両

足は浮腫状で冷たく，足背動脈も触れない．両足

をベッド下に下げると2－3分でチアノーゼ（暗

赤色）となる．

【東洋医学的所見】腹部は全体に軟弱だが庄痛

なし．古は紅で苔（作），裂紋（＋）．脈は沈，純

うjリ．

【経過】H13年9月8日初回往診．東洋惨学的

に腎虚，疾血，水毒状態と判断し牛車腎気丸を授

与・．他にラニザック（H2Blok巴r），ラジストミン

Ⅰ一．（降圧剤），ルブラック（利尿剤）も併用．1ヵ

H後には両足の浮腫，背部痛，腰痛，便秘がほぼ

消失し食欲もでて，著効を示した．

5　補中益気湯にて自力食事摂取可能となったー

症例

中田真司・小林豊

ゆきぐに大和路鉦圃完和漢諺瞭利

症例は82歳，女件．

【現病歴】掛札高血圧，脳塞栓後遺症にて近医

通院中．平成12年転倒を契機に寝たきりとなっ

た．平成14年41］5日川和吐後の発熱を主訴に誤

嘩性肺炎の診断で当科第－▲回入院．

【経過】上部消化管内視鏡検査では逆流性食道

炎を認めた．入院時より，発語も少なく，自力座

位保持が不能．仝介助にてl軒下食とプロトンポン

プ附▲苔薬を開始したが，岨哺行みに対して易疲労

什で，食欲もなく，拒否的だった．間欠的に発熱

と低酸素血症を繰り返したため，黄耆建中渇を試

みたが無モ効．

5月14作況晩件肺炎のi－Ii燃にて入院．補中益気

潟を授与したところ，自力座位可能となり，食事

をI］力で摂取するようになった．発語も多くなり，

発熱はその後も認めていない．

【結語】補中益気渇にて精神神経活動の改善が

みられるとともに，自力食事摂取可能となり，榔

剤を考える上で興味深い症例と考えられた．

6　華岡青洲の里を訪れて

高畑与四夫

たかはた医院

【緒言】今から198年前，漢方薬による全身麻酔

を開発し乳癌手引吊二成功した医師が紀州の出合に

いた．平成11年春，当時の春林軒数が現在の町の

人々が【1‾－心となり復元された．演者は寄付の要請

に賛同．その後完成を知る．咋咋その他を訪れる

ことが山来て医帥としての業績の実際を匁lること

ができた．古洲の手酌は想像以上に広軌，多数あ

り－－－・部を報告する．

【方法】和歌l＿l＿l県立医科大学名誉教授上山英明
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氏著書 ｢ 華岡青洲先生 その 業績とひ と となり+ を

訪れた とき人手 . 展示品
,
復元 された建物を見学

して 医療現場の 関係を確認 した .

【結果】 漢方薬麻酔の 名は通仙散ま たは麻沸散

と い う. 薬草は 6 種
,
蔓陀羅華

,
草烏頭

,
白玉, 当

帰, 川考, 南星妙である . 術前の 体力向上と して

人参栄養渇
,
回生散

,
生神散などを便J乱 乳癌手

術第 一 例は 1 8 0 4 年 1 0 月 13 日. 以後 1 5 6 名の 記

蘇 ( 全例手術 で は な い) . 北海道以外全国各地 か

ら集 ま っ て い る . 乳癌以外に
一

般外科 , 脳外科
,

眼科
,
顔面

,
口腔

,
頚部

,
皮膚科

,
整形外科

,
泌尿

器科
,
婦人科と広く行われて い た .

【考察】 漢方医学の み の 時代に外科手術を成功

させ て い た事実 は驚異で ある, 術前管理,
術後管

理 も食事と漢方薬を用い て
一

貫した治療体系を確

立して い たもの と考え られた .

7 新潟県における薬草に つ い て (2)

須永 隆夫

木戸ク リ ニ ッ ク

【緒言】 新潟 県の 各地 で生薬が生産 されて い る .

生薬生産の 一 部を報告 し
,
か っ て 栽培 され , 野生

化 した佐渡お けら ( ホ ソ パ オ ケ ラ) の 分析結果と

日常の利用法も報告する . 国内で の 生薬生産と利

用に つ い て も考えた い .

【方法
,
結果】 生産者 ,

保存会, 薬用植物担当の

町職員より聞き取り,
現地見学と した. 県の 生薬

生産担当部よりの 資料を参考と した . 県内の 中間

山地を中心 に
,
イチ ョ ウ

,
シ ャ ク ヤ ク

,
トウキ

,
ド

ク ダミ
,
ヨ モ ギ等が生産される . 江戸時代に栽培

された佐渡おけ らは, 現在 ,
野生化 したもの もあ

り
,
保存されてい る. 新潟薬科大学で の 分析結果

,

典型的な蒼苑 ( ホ ソ パ オ ケ ラ) の パ タ ー ンを示 し

た . 佐渡おけ らは
,
虫よけ

,
カ ビよけ

,
煩蒸

,
茶花

などの利用がある . 津南 で栽培の ホ ソ パ オ ケ ラ は
,

生薬と して 流通 して い な い . 苛薬 は
一

部切り花と

して 利用される.

【まと め ,
考察】 新潟県に お ける生薬の いく つ か

の現状を追 っ た . 稀少種生薬の 佐渡おけらの 保存

と栽培が始ま っ て い るが
,
生薬の流通に の っ て い

な い . 保存
,
そ して 国内で の 生産と利用が進めば

と思う .

Ⅰ . 特 別 講 演

l 困 っ たときは漢方で - カゼからガンまで

広瀬 滋之

愛知県広瀬 ク リ ニ ッ ク

漢方薬は私 たちの 大変身近にあり
,
またその良

さを知 っ て普段の 生活 に生 か すととて も役に立ち

ます. 漢方医学 は約 2 0 0 0 年前に中国 で生ま れ
,
長

い 歴史と経験の 中でそれぞれの 国の 伝統医学と し

て重 ん じられ
, 中国で は 中医学 , 韓国で は韓医学

,

日本で は漢方 ( 医学) と して 発展 し, 今で は私た

ちの 健康増進 , 難病の 治療にずい ぶん役立 っ て い

ます. 約 2 5 年前 か ら
,
漢方薬が健康保険 にも採月]

され,
一 般 の 医療機関 で も患者 さんの 希望に応 じ

て 漢方治療が受けられるよ うに なりま した.

さ て
,
私の ク リ ニ ッ ク で は

,
カ ゼ

,
ア レ ル ギ ー

性鼻炎
,
気管支哨息

,
ア トピ ー 性皮膚炎

,
虚弱体

質
,
自律神経失調症

, 慢性肝炎, 腰原病 , 関節リ ウ

マ チ
,
ガ ン と い っ た

,
あらゆ る病気の 人が滞方治

療の た め に大勢や っ て き ます. と こ ろで
, 漢方と

現代医学の 違い で 最も大切な こと は
,
現代医学が

細菌や ウ イ ル ス
,
ガ ン細胞などの 外敵を倒す こ と

を大き な目的と し
,
また血圧や不整脈を コ ン トロ

ー

ル するの に大勢の 人に同 じよう な治療をする の

に対 し
, 漢方は

一 人 一 人 の 体質を見極 め な が ら
,

それぞれの状況 に合わせ て メ ニ ュ ー を考え
,
最終

的には人間が本来持 っ て い る自然治癒力 ( ホメ オ

ス タ
-

シ ス) を十分に発揮で き るように パ ワ ー

ア

ッ プする ことを目的と した医療で す. 今風の 言葉

で言 えば, 人間の 構造改革を しなが ら健康を維持

し
, 病気に打ち勝 つ 力を養う こ とを目的と して い

るの が漢方医学なの で する .

さ て
,
カ ゼ には葛根湯と い うよう に

,
誰 でもカ

ゼ に 漢方薬 が効きそ うな こと は ご存知の よう で す

が
, 他にも多くの 漢方薬 の カ ゼ 薬が ありま す. と

こ ろが使 い 方をうまくすると, カ ゼ に は漢方薬が

大変威 力を発揮する の です . 今回は
,
こ の 辺りの




